
 

第１７回漢方教室（鍼灸） 

赤ちゃんが欲しい－漢方で全身のバランスを正す－ 

 

不妊症に対する鍼灸治療は、体質とそのときの子宮の状態を考えて行います。 
では鍼灸ではどのようにして治療をするのでしょうか？ 
それは子宮の状態を基礎体温から推測して治療します。そのため治療目的は

基礎体温を調節することで妊娠しやすい身体を作ります。 
そのため、本日は基礎体温表を使って、低温期・排卵期・高温期・月経期の

４つに分けてお話します。そのときに気や血などの専門的な言葉を使います。 

気には次の５つの働きがあります。 

推動作用（すいどうさよう）：いろいろな作用を推し進める働き 
温煦作用（おんくさよう）：身体を温める働き 
防御作用（ぼうぎょさよう）：体表を保護し外界からの発病因子の侵入をふせ

ぐ働き 
固摂作用（こせつさよう）：過剰な排泄や出血を抑える働き 
気化作用（きかさよう）：ものを変化させる働き 

血には次の２つの働きがあります。 
栄養作用（えいようさよう）：全身を栄養する働き 
滋潤作用（じじゅんさよう）：全身に潤いを与える働き 

 
具体的なお話をします。 

★月経後から排卵まで（低温期） 
エストロゲン（卵胞ホルモン）の分泌が高まり、卵胞が発育します。そのた

め子宮内膜も少しずつ厚くなります。 
鍼灸においては、月経によって失われた血や気を補い、腎精（卵胞）を育て

る時期です。 
そのときには、三陰交（さんいんこう）、太衝（たいしょう）、関元（かんげ

ん）を用います。 

★排卵期 
卵子が卵巣から飛び出し、卵管を通過し子宮内に移動する。また身体にいろ

いろな変化が起きる時期でもあります。 
鍼灸においては、気のめぐりが不安定な時期となります。気の作用が低下し

ます。そのため温煦作用が低下し、一時的に体温が低下します。また固摂作用

も低下するために排卵が起きます。 
そのときには、三陰交（さんいんこう）、足三里（あしさんり）、太衝（たい

しょう）を用います。 



 

★排卵後から月経まで（高温期） 
卵胞ホルモンから黄体ホルモン（プロゲステロン）に変化し、体温が上昇し

ます。 
鍼灸においては、胞宮（子宮）内の気血が充実した状態となります。また受

精卵が固摂作用により着床して成長します。また陽気が過剰となり気滞が生じ

ます。そのためストレスにも注意が必要です。また、全身の血も不足します。 
このときには、三陰交（さんいんこう）、足三里（あしさんり）を使います。 

★月経期 
不要となった子宮内膜を外に排出する時期す。鍼灸ではこの子宮内膜が残る

ことを瘀血といいます。   
このときには、三陰交（さんいんこう）、血海（けっかい）、合谷（ごうこく）

を使います。 
 
以上のように三陰交を中心に治療をします。 

 
男性不妊についてもお話します。 
男性不妊では、命門（めいもん）というつぼを中心に治療を組み立てます。 
足腰に力が入らなく重くだるい場合には、命門（めいもん）と関元（かんげ

ん）を使います。また身体が疲れやすい場合には、命門（めいもん）、足三里（あ

しさんり）を使います。不眠や情緒不安定な場合には、命門（めいもん）、神門

（しんもん）を使います。 

★月経後から排卵まで（低温期） 
 
 

三陰交（さんいんこう） 

内くるぶしの中央から、すねに沿って

膝の方へ指４つ分上がった骨の内側

の際 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

太衝（たいしょう） 

足の親指と人差し指の付け根から、足

背の方向へ指で押し上げて指の止ま

るところ 
 
 
 
 
 
 
 
 

関元（かんげん） 

へそから真下に指４本のところ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足三里（あしのさんり） 

膝下のすねの上にある突起した骨か

ら外側に指２本のところ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

血海（けっかい） 

膝を伸ばした時、お皿の内側やや上に

できるくぼみから、ふとももに指３本

向かったところ 
 
 
 
 
 
 
 

合谷（ごうこく） 

手の甲側で、親指と人差し指を合わせ

てできるふくらみの中央 
 
 
 
 
 
 
 
 

命門（めいもん） 

へその真裏にある背骨のすぐ下 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

神門（しんもん） 

手首の内側の横ジワの小指の端 

 
 

 


